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(
1
0

八
9

雜

n
i

八

五
分
の
一
の
下
落
は
後
の
埸
众
に
は
加
箅
糊
，ニ
十
ょ
り

十
六
に
減
ず
る
も
前
潘
に
：於V

 

•は
十
ょb

A

sな
る
に

過

ぎ

す

。

【

兩
者
の
直
接
^
^
原

價

栩

等

し

と

せ

ば
、
0

動
前
^
於
け
石
雨
者
の
價
値
：の
比
率
は

_

即
ち
：
1
0

9
1

變

動

後

は

_

即-'
?

>

1
0
7
4:
下
落
の
割
合
約
二
分

な
りI

彼
の
酿
論
は
明
か
に
假
定
に
過
ず
、
後
章
に
於

て
投
資
の
期
間
.を
他
所
に
し
產
業
0
種
類
f

:
る
場
合
.

利
ー
澗
相
違
す
る
他
の
原
因
を
論
せ
t

し
か
も「

時
間」

或
は「

期
待」

W
a
i
t
i
n
g

が「

勞
働j 

同
.じ
ぐ
生
産
費

の1

要
素
な
る
と̂

に
：つ
き
て
は
之
を
其
第
；
一
章
中
に

論
せ
ず
し
て
他
に
克
く
是
，を
高
：侧

*
說

す

る

，の

途

ぁ

シ

し
ゃ
不
2や
蓋
し
.̂]
度
し
‘難
き
?/
«
り
。
然
れ
共
不
幸
氏

は
節
淑
な
る
文
字
を
喜
び
"
典
讀
者
は
彼
の
與
へ
し一

:
Q
I®
示
に
つ
き
常
に
自&
說
，明

を

補

ふ

も

：の
ビ
思
へ 

)0
..
'

•

 

.

.

.
 

_ 

V

第

一

章

第

六-®
の
か
末0
.註
に
於
て
疋
忙
謂へ
>
、
，
 

「

マ
;̂
サ
.ス
氏
は
费
用
ど
物
の
.價
値
と
.

1'

致
す50.

云
ふ

辦
を
以
て
予
が
學
說
の
一
抓
を
な
せ
る
が
如
く
考
ふ
る 

も
0

、
»し
、，̂
に
，し
て
.費
用
を
は
利
®)
^
も
^
む「

隹 

產

■«
ビ
考
ふ
る
：
'
.に

藤
^
は
：̂

^
然
h
。
然
る
rc
上「

文
R 

於
て
氏
は
此
意
味
を
身
へ
る
に
.#
ず
、
故
に
氏
ば
子
を 

正
し
く 
了
#
せ
る
.も
0
に
非
ず
4
と
。
而
も
ロ
ー
ド
ベ 

ル
ト
ス
及
カ
ー\

9

マ
ル
.ク
ス
は
、物
の
自
然
g
is
値
は 

之

に

®;?
.
れ

し

勞

働
0
:み
ょ
b
な
る
^
の
說
に
' つ
き
、
 

?
力
ル
ド
ね
典
據
^
る
も
の
と
し
、
此
等
の
：論
潘
の
結 

.論
に
對
し
極
力
離
闘
せ
.̂
論
乙
經
濟
學
者
等
さ
へ
往
 々

彼
等
は
：ス
カ
ル
•ド
..を
正
解
せ
る
も
の
に
し
て
S
.
そ
の
結 

論
は
リ
氏
の
說
'の
論
理
的
歸
結
な
る
こ
と
を
許
容
せ

>

9 

0 

'

此
：

T
事
及
之
に
類
似
す
る
諸
事
實
は
タ
カ
ル
ド
の̂ 

默
&
刹
斷
を
.誤
:&
せ
し
事
を
表
せ
&
。
彼
に
し
て

〗j

彻 

-

の
，.財
の
價
値
は
結
局
是
等
を
作
る
に
要
せ
し
勢
働
量
に 

比
例
す
ビ
考
へ
ら
る
べ
き
ネ
の
な
れ
ど
も
、
此
は
他
の 

條
呼
に
し
て
繚
し
ぐ
、-即
ち
..

〗1

個
.の
财
の
生
產
に
於
.て

用
ひ
ら
る
、
勞
働
は
熟
練
の
度
相
等
し
く
、
從
つ
て
貨 

銀
讓
等
し
く
、
生
產
を
帮
助
す
る
資
本
额
が(

賢
本 

固
定
の
期
間
を
附
酌
し
れ
る
も
の
ミ
し
て)

相
比
例
し
、
 

從
て
利
潤
率
等
し
き
條
_件
の
下
に
於
て
な
る
を
要
す
る 

旨
を
、
時
々
反
復
し
®
か
は
可
な
6
し
な
ら
.ん
。
彼

はI. 

明
瞭
に
叙
述
せ
ず
、
义
時
，̂
し
て
蓋
し
彼
は
苽
準
價
値 

0
間
題
に
於
て
如
何
に
種
々
の
要
素
が
相
互
に
影
響
し
ヾ
™ 

合
ふ
や
を
完
佘
明
白
に
*
得
し
.得
ざ
ト
ノ
し
な
る
.ベ
く
、
’： 

此
は
：長
き
原
因
結
果
の
連
鎖
に
：於

.け
る
連
續
的
關
係
に
.
：
 

非
ず
。
か
く
て
彼
ぽ
大
な
.る
經
濟
现
論
を
鍊
章
句
に
て 

言
表
は
さ
ん
？
努
む
る
惡
癖
ぁ
る
人
々
の
何
れ
に
も
勝I.. 

り
て
過
を
犯
せ
る
者
な
ら
。(

未
完)

0
i
$ 

(

一
 
〇
八
'一y

雜

0
,
商
i

決
批
評
.

商

法

判

決»!
：

評
西
本
辰
之
助

1

、

既

存

債

務

—

付

キ

ー

グ

爲

ス

約

東

手

 

形
振
出
ノ
意
_

一

、

旣

存

ノ

债

務

H
,

付

キ

約

東

手

形

ヲ

發

行

シ

タ

ル

 

場

合

二

.
於

テ

其

偾

務

力

K

改

ニ

固

ジ

タ

消

滅；/
:
タ

 

リ

ャ

否

ャ

”

之

力

^

®

ヲ

當

學

者

ノ

澈

思

ユ

求

ム

 

へ

ク

：當

事

翁

ノ

意

思

不

明

チ

ル

ト

キ

V
®

存

偾

務

 

■ノ

辨

濟

ヲ

確

保

ス

ル

，
爲

メ

該

手

形

ヲ

發

行

シ

ク

ル

 

モ

ノ

ト

認

ム

.

へ

キ

モ

ノ

二

シ

ー

グ

之

二

ョ

ジ

當

然

t i
, 

務

ノ

M

改

ァ

リ

ト

爲

ス

ヲ

得

サ

ル

モ

ノ

ト

ス

バ

'

本
剑
：旨
は
龙
當
な
り

_
存
僙
狻
に
#
§
て
約
東
手
形 

を
振
出
す
こ
^
は
：債
務
着
0
侧
ょ
ら
見
で
0
0
の
利
益 

あ
る
も
の
に
#
す
從
て
其
振
出
行
爲
は
偾
權
漭
の
，«
め

第

八

號

一
一
叫
九



郯
十
三
猞
u
〇
八11)' 

雜
錄
商
法
！：
決批評

に
爲
§
れ
た
る
も
.の
ミ
解
せ
さ
，
る
：可

ら

^
而
し
て
僙
權
：

潘
が
；旣
存
偾
務
に
付
き
て
_

»K

手
^
の
交
付
を
受
く
る 

に
際
し
て
好
ん
て
自
S

に
不
利
益
•な
る
條
件
の
下
に
之 

を
受
く
る
も
の
S

想
像
す
る
を
得
す
故
に
債
權
者
の
意 

思
は
短
期
盼
效
及
ひ
平
續
の
欠
缺
に
ょ
り
て
消
㈱

サ
る
一 

の
危
險
ぁ
る
約
束
手
形
を
以
て
旣
稃
偾
務
R

代
：へ
ん
^

j 

す
る
に
a*
:
ら
す
し
て
取
立
の
容
易
な
る
約
束
手
形
を
以j 

て
旣
蒋
偾
務
の
«

行
を
確
保
ず
る
0

意
思
を
有
せ
し
も\ 

の
と
推
抑
す
る
を
以
て
担
當
ビ
す
へ
‘
^

I 

,

こ
、
失
ゑ
の
公
告
ど
失
權
の
双

»

:

一
、
株
主
力
商
法
第
西
五
十
一一

條
第 

一
、

一
一
？

依
| 

リ
適
法
ナ
ル
拂
込
ノ
催
吿
及
ヒ
失
權
豫
吿
ノ
通
知 

ヲ
受
ヶ
乍
ラ
_
金
ノ
拂
込
ヲ
爲
サ
サ
ル
ト
キ
パ
同| 

第
两
五
十
三
條
第
ー
项
モ
依
リ
右
通
知
ニ
足
メ
タ 

ル
期
間
ノ
滿
了
ト
同
時
—當
然
株
主
タ
ル
，權
利
ヲ 

喪
失
ス
タ
モ
ノ
，
二
、'v
/

x

t)f
l
tユ
於
テ
第
百
五
十
一
一 

■-
.
:
«第11:1

項
：ノ
公
告
タ
爲
i
:ト
否
ト
.
.
ハ
失
檄
.ノ
效
S
:
,

:

笫

八

躭〗

三
〇 

ノ
發
生
：二
何
等>:.

.
^
ヲ̂
及
，ホ
f
サ
ル
モ
ノ
：ト
ス

1

、
商
法
第
百
五
十
二
.德
三
項
ノ
公
吿
メ
㈱
^
ノ 

上：

一一：
權
利
ヲ
有
ス
ル
證
ー

_

ヲ
シ
タ
豫
メ
株
主
ノ 

失
權
ス
ル
コ
ト
ア
ル
へ
キ
ヲ
知
ー
フ
シ
メ
3|
;
失
權
ム 

因
リ
ー
グ
被
ル
コ
ト
ア
ル
へ
キ
不
利
益
ヲ
避
ク
ル
ノ 

機
畲
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
爲
メ
食
社
ニ

®
求
シ
> 
ル
手 

續
ニ
外
ナ
ラ
サ
火
モ
ノ
ト
ス

1

、
商
法
第
}-
1
五
十
三
條
第
一
項
ユ
所
謂
前
條
ユ
足 

メ
タ
ル
手
續
ト
ハ
同
第
^
五
士
一
條
站一

、
ニ
® 

ノ
手
續
ヲ
指
シ
同
條
第
三
項
ノ
公
吿
手
續
ノ
如
キ

、ノ
之
一一

包
含
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
當
ト
ス

/

大
正
七
年
十
1月
夂
審
|

:I

院
第一

民
事
部
判
決」

本
剑
決
は
商
法
第
西
五
十
二
條
第
三
项
の
公
吿
は
失 

權
の
要
件
に
非
す
ど
爲
ず
も
の
に
し
て
興
理
F1
4
ヒ
す
る

處

は

.

一
、
公
街
は
.株
式
の
上
に
權
利
を
有
す
る
策
三
蒋
を
し 

て
像
め
株
也
の
失
權
す
る
こ
5
あ
る
へ
き
を
知
ら
t
め

.其
失
#
.に
因
&
て
，被
る
V 

あ
る
へ
S
不
利
益
を
避
く 

る
の
機
會
を
得
せ
し
む
る
爲
め
會
Ih
に
要
求
し
れ
る
手 

續
に
外
な
ら
す
ど
;:

丨
.然
れ
ビ
も
公
隹
か
第
三
者
保
詖
の
爲
め
の
手
續
な
る 

乙
と
に
ょ
り
て
庇
ち
に
公
吿
は
失
權
の
要
件
に
非
す
ヾ
し| 

の
決
論
を
生
じ
猾
へ
き
や
寧
ろ
反
對
に
公
吿
を
失
權
の
：| 

要
件w

解
す
る
こ
と
に
ょ
b
て
第n

一
 
潜
保
護
の
目
的
を 

.「

層
完
全
に
達
し
得
べ
き
^
非
す
や 

.

一一、
株
式
の
併
合
の
場
合
に
於
け
る
失
權
竽
續
を
規
军 

せ
る
商
法
第
一
n

一
十
條
ノ
 
ニ
及
び
三
は
株
式
併
合
の
こ 

場
合
に
於
て
株
券
の
提
供
を
爲
さ
さ
る
株
主
を
し
て
失 

權
せ
し
む
る
に
は
會
社
に
於
て
其
株
主
に
對
し
株
券
の
：
 

提
供
及
a
失
權
豫
吿
の
®
知
手
績
を
M
踐
す
る
を
以
て
一 

足
れ
り
ビ
爲
す
越
旨
を
示
し
嗰
馑
か
に
次
條
を
以
て
同 

第
西
五
十 

一I

條
第
三
項
を
：準
用
し
て
此
場
合
公
吿
を
爲 

す
へ
き
こ
と
を
规
定
し
失
權
の
效
カ
發
生
を
公
吿
の
條 

件
忙
骤
ら
し
め
3
り
し
法
意
R
參
照
考
究
す
る
ど
き
は

笫
十
三
卷
ハ
ー
〇
八

§
 

.
雑

錄

商

法

！：決
批
鄧

第
冴
五
十
三
條
第一

填
に
所
謂
前
條
に
定
め
^
る
字
績
ン 

S
は
第
百
五
十
二
條
第
一
、
ニ
項
の
：手
續
を
揩
し
同
條 

第
一1

一
項
の
公
吿
手
續
の
如
き
は
之
を
包
含
せ
3
る
も
の 

^

«す
る
を
以
て
'我
商
法
の
精
刺
に
合
致
せ
る
も
の
ビ 

爲

る

を

.得
す
^J:

然
れ
s 

五
十
二
條
及
第
百
丑
十
三
條
の
場
合 

を
第
二
百
一
一
十
條
ノ

.二
及
び
三
の
，場
合
ビ
同i

視
ず
る 

を
得
す
後
者
即
ち
株
式
併
合
：の
場
合
に
於
け
る

失
權
に 

因
，り
て
«
權
者
の
*
刺
は
消
滅
す
る
も
の
に
非
す
し
て 

第
一
一
百1.1

十
條
ノ
五
に
依
&
て
其
質
權
は
併
合
に
因
b 

て
株
主
か
受
く
へ
き

金
餞
の
上
に
存
f
f
i
す
る
も
の
な
h 

又
株
式
.を
讓
受
，け
た
る
も
未
た
名
義
書
換
を
爲
さ
さ
る 

間
に
併
合
に
ょ
り
て
失
#
し
た
る
V
Jき
は
最
荜
名
義
# 

換
を
爲
す
を
得
3
る
を
以
て
讓
受
人
の
權
利
に
付
き
て 

疑
問
の
餘
地
無
き
に
非
さ
る
も
吾
人
は
讓
渡
の
離
實
を 

證
明
す
れ
は
讓
受
人
は
併
合
に
ょ
ぅ
て
受
く
へ
き
金
錢 

を
會
社：

に
請
求
：す
る

」

を
#:
へ
し
と
倩
す
之
.
，に
反
し
株
金

「

„ 

,

笫
八
號
一
三
一
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第
べ
！
！

1:
1三 

'别

込0

&
が
に
よ
る
失
權
の
場
合
に
は
^
式
は
.全
然

ff
す
_れ

は

，
公

街

を

爲

す

'の
時
邦
を
足
め
' さ
る
可
ら
1-
然
る 

釉
に
»
風
し
質
權
者
の
權
利
も
又
全
く
消
滅
し
假
令
株U

法
律
か
此
時
期
を
定
め
さ
る
よ
り
見
れ
は
公
银
を
以
，
 

式
を
競
賣
す
る
も
質
權
者
は
其
競
i

金
の
上
：に
：何
等
：

て
失
權
の
要
件
ミ
爲
ず
の
主
意
に
'非
すv

然
：れw

も
第 

の
權
利
を
苻
せ
さ
る
.こ
^
は
：現

に

大

密

院

の

認

む

る

所

百

五

十

一

ー

«

^
三

項

は

&

^

を

^
す

の

時»]
を

定

め

さ
 

に
し
て
學
說
も
亦
殆
ん̂

之
に
一
致
せ
ぅ
又
佌
場
合
のj

る
.も
.

の
と
云
ふ
を
得
す
若
し
商
法
か
公
吿
の
時
期
に
付 

失
權
か
株
式
讓
渡
あ
b
た
る
も
米
た
名
義
*
換
を
爲
さ
一
き
て
：规
，«
せ
す
♦從
て
如
何
な
る
時
期
に
之
を
爲
す
へ
き 

;;
'
:
:
ポ
る
間
に
：起
り
た
る
ビ
豸
は
.讓
受
人
は
其
株
式
及
ひ
競
.
ー
や
を
當
事
者
の
判
斷
に一

任
し
た
る
‘も
の
ミ
す
れ
は
愈 

:

;
寶
代
金
.の
上
に
！̂

の
權
利
を
有
せ
さ
る
こ
ビ
も
亦
疑
以
て
第
三
者
を
保
譲
す
る
を
#
さ
る
へ
く
公
告
を
爲
3 

:

を
^
れ
3
る
へ
し
即
ち
株
式
の
併
合
に
よ
^
失
*
の
場
ゲ
し
む
る

0
主
意
を
達
ず
る
を
.得
さ
る
へ
し
何
ビ
な
れ
は 

,合
に
は
質
權
潘
及
び
讓
受
人
は
相
當
の
保
談
を
受
く
せ
會
社
は
失
權
の
効
力
發
生
後
に
於
て
も
亦
公
吿
を
爲
す 

"
雖
も
拂
込
遞
滯
に
よ
る
，失
權
の
，場

合

^
は
是
等
の
*
は
を
得
へ
け
れ
は
次
6

^
に
^
法
は
公
吿
0
時
期
を
當
» 

I
何
等
の
保
謙
を
受
け
す
從
て
公
吿
を
以
て
失
權
の
翦
件
者
の
意
槐
に
放
任
し
た
る
も
の
云
を
得
す
第
西
五
十 

$
爲
し
以
て
是
等
の
者
の
利
：益
を
充
分
に
保
護
す
る
0

1
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定
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力
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五
十
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條
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の
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合
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せ
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公
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ス
ル
コ
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す

る

は

常

を

得

た

る

も

の

に

非

す 

规

定

し

『
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三

、

上

.吿
人

の

論

皆

中

に

公

齿

か

失

權

の

.要
件

な

り

と

.

云

は

さ

る

は

公

'̂
は『
&
知
ス

.ル
ト

キ』

に

爲

す

へ

き

も

Q

に
し
て
如
ち
敏
鄉
と
同
時(

少
く
^j

も
拂
込
期
n
(?
> 

i
1

週
：間
前)

に
®
す
へ
ぐ
€
知
し
れ
る
後
何
時
に
て
も 

爲
し
得
る
の
.法
意
に
非
さ
る
こ
と‘0)
]
か
な
り
故
に
右
の 

論
據
も
亦
採
る
に
.足
ら
さ
：る
«
ぅ 

四
、
上
吿
人
の
論
替
中
に
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商
法
第
百
五
士一

條
第
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顼
は
株
主
か
期
日
に
挪
管
爲
さ
ぎ
る
ビ
きft
會
社
は 

觅
に
ー
卑
の
期
間
內
^
其
挪
込
を
爲
す
へ
き
旨
及
ひ
其 

期
間
內
に
之
を
爲
さ
さ
る
時
は
株
主
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_
を
失
ふ
へ
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き
旨
，を
®
蛛
主
に
通
知
す
る
乙
？
を
得
艺
規
定
し
同
條 

第
一
一
一
項
の
公
吿
と
何
等
棚
關
す
る
所
な
く
唯
其
期
：

n

內 

に
拂
込
を
爲
さ
S
る
，
一
事
に
ょ
-
^
直
に
失
權
す
へ
き
通 

知
を
發
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
だ
る
に
付
第
瓦
五
十
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攸
ー
頊
會
社
か
前
條
に®;
め
た
る
手
績
を
踐
み
た
る
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株
主
か
柳
込
を
爲
ささ
る
^
き
は
其
權
利
を
失
ふ
と
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親
定
は
奪
ら
右
第
茛
五
士一

條
第
ニ
項
に
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し
闾
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第
三
項
公
告
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有
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以
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央
權
の
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さ
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餘
り
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あ
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然
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西
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ょ

り
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す
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き

效

果
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意
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し
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第
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會
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せ

し
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爲

め

自

ら

.爲

さ

さ

る

可
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さ

る

手
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し
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な
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を
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を
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第
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を
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狀
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剑
3tl
第
フ
8/
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.1
£
當
な
る
：こS
は
疑
を
容
れ
す
と
雖 

も
判
旨
第
一
1點
に
對
し
て
は
：賛
同
す
る
を
得
す
大
審
院
- 

の
見
解 
に
.ょ
れ
は
g
ff
i
ln
!
か
®
要
な
る
，」

ど
を
覺
知
せ

' 

す
と
も
旣
往
症
.其
も
の
を
聲
知
す
る
以
上
は
之
を
吿
知 

せ
さ
る
へ
か
ら
す
若
し
之
を
吿
知
せ
^
る
と
き
は
不
羝 

知
者
に
重
大
な
る
過
失
あ
り
と
云
ふ
を
得
へ
し
ど
爲
す 

も
の
な
6
然
れ
ヒ
も
此
見
解
は
.H
當
に
あ
ら
す
旣
tt
ff
i 

の
重
喪
な
る
こ
S
を
重
大
な
る
過
失
な
く
し
て
覺
知
.せ 

さ
る
場
合
に
何
故
其
吿
知
に
付
&
て
の
み
重
大
な
る
過 

失
あ
6
と
云
ふ
を
得
る
や
旣
往
®
の
重
耍
な
る
乙
マ
し
を 

知
ぅ
又
は
重
大
な
る
過
失
に
ょ
り
て
知
ら
さ
り
し
場
合 

に
其
吿
知
に
付
き
て
過
失
な
き
乙
ビ
は
あ
6

得
へ
し
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雖
も
過
失
な
く
し
て
旣
往
.症
の
重
要
な
る
こVJ

を
知
ら 

さ
り
し
場
合
に
吿
知
に
付
き
て
の
み
:®
大
な
る
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す
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さ
る
へ
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罾
し
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要
な
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す
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⑩
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燈
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な
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な
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さ
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S
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な
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な
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總
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の
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往
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を
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:
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に
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る
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所
謂
富
豪
の
.獒
擧

最
近
某
々
著
名
の
富
豪
が
公
設
市
場
、
葬
祭
場
、
小 

學
校
敎
爲
银
宅
等
の
a

設

费

ヾ

し

し

て

谷

々
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西
莴
圓 

を
.
®
京
市
に
寄
附
し
或
は
典
寄
附
の
_
出
を
爲
し
た
が 

市
當
局
は
.欣
喜
雀
_

し
て
之
.を
受
納
し
、
又
一
方
新
聞 

紙
は
舉
つV

此
寄
附
行
爲
を
美
雜
ビ
し
て
#
稱
へ
他
の 

富
豪
が
之
に
倣
は
ん
こ
e

を
#
慂
し
て
ゐ
る
。
是
れ
は 

一
應
尤
も
な
る
こ
^

で
あ
る
。
市
當
局
者
は
鐘
に
公
設 

市
場
開
催
の
W

叢
を
立
て
te

の
で
ぁ
る
.が
、
市
遂
事
會 

の
反
^

に
遇
ひ
て
、
典
計
®

は
關
ょ
り
圓
に
葬
ら
れ
、 

細
K

救
濟
資
金
ビ
し
て
府
ょ
り
交
附
3

れ
た
る
四
十
^
 

圓
が
蜜
の
持
腐
^

爲
つ
て
ゐ
る
今
^
、
公
設
市
場
建
設 

赀
と
し
て
巨
額
の
得
附
金
を
收
納
す
れ
ば
、
市
參
-事
會

笫
八
饿 
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